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◆巻頭言 糖尿病・代謝・内分泌内科  助教 李 相翔           

蕁麻疹

  

  

 青葉が目に眩しいこの頃、皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 今月は糖尿病・代謝・内分泌内科が担当です。糖尿病については、ご想像は

容易かと思われますが、代謝・内分泌疾患とは何なのかと思われる方も多いと思

います。代謝疾患とは、糖尿病などの糖代謝異常、高脂血症などの脂質代謝異

常、高尿酸血症などの尿酸代謝異常などが対象です。内分泌疾患とは、バセド

ウ病などの甲状腺ホルモンに異常を来す疾患、クッシング症候群などの副腎皮質

ホルモンに異常を来す疾患、アジソン病などの脳下垂体ホルモンに異常を来す疾

患などが対象です。 

 当科は糖尿病を主に診療しておりますが、国際糖尿病連合の発表によりますと、2015年で世界の糖尿

病有病者数は4億1,500万人に上り、2040年までに6億4,200万人に増加すると予測されています。日

本の糖尿病人口は世界第9位で、糖尿病が強く疑われる人、糖尿病の可能性を否定できない人を合わ

せて約2,050万人いると言われています。糖尿病は脳卒中や心筋梗塞、腎不全や眼底出血などの動脈

硬化を起こすだけでなく、悪性腫瘍や感染症、認知症の発症とも強く関係すると言われています。日本の

医療費は約40兆円を突破しており、今後、更なる高齢化社会により増加の一途を辿ると言われておりま

す。糖尿病を含む病気の早期発見・早期治療により、医療費の削減やQOL低下の予防に役立ちます。

糖尿病が心配な方や今まで検査を受けた事がない方、健診で異常を指摘された方などは、いつでも当科ま

でお気軽にご相談下さい。 



 江東豊洲病院での小線源治療は、2015年8月から開始しました。すでに昭和大学病院で2005年1月か

ら開始しており、今年4月には施術症例数が総計1,000例を超えました。小線源治療は、シードと呼ばれるヨ

ウ素125を含む小さなカプセル状のチタニウムを、手術的に前立腺内に複数個挿入して配列する放射線の内

照射です。正式には、『前立腺癌密封小線源永久挿入治療』というのですが、長く複雑な名称のため、世間

でも院内でも、『シード』、『小線源』や『ブラキ』などと皆さんに略称されています。 

 手術時間は多くの症例で短時間で済んでいますが、厳密な線量計算と正確な挿入技術を要するとてもデリ

ケートな治療です。低侵襲で治療成績も良好なため、幸い継続的に多くの症例を集めており、昨年度は124

例に施行しました。 当科では小線源治療が日本へ導入される以前の2000年から、米国施設への留学に

よって治療技術を十分に習得しておりましたので、導入直後から大きな問題もなく順調に施行しており、開始

時より継続して国内で上位数施設に入る症例数を維持しています。 

 また、この治療はチーム医療の典型例であり、施術する泌尿器科医のみならず、治療計画を立案する放射

線腫瘍医、放射線技師、看護師など皆さんの治療への理解がないと成り立ちません。この点で皆様のご協力

を得てスムースに行えていることを感謝しております。また当院では、小線源専用治療室が他の多くの施設とは

異なり、手術室内に設けてられています。十分なスペースの手術室に麻酔科医が常駐し、緊急時にも対応で

きる十分な機材の確保ができている環境下で行われていることが、医療安全面でも大きなアドバンテージになっ

ています。 泌尿器科領域、特に前立腺がんの治療は先進技術の導入が早く、数年前からロボット支援下手

術が全摘手術としては近年台頭しています。しかし、小線源治療はその低侵襲性と有害事象の少なさ、良好

な治療成績から年間3000例程度の症例数が本邦では維持されており、当科においても昨年は過去最多の

症例数であったことなどから、今後も多くの症例数が維持できると推測しています。 

 引き続き皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

右から3番目 深貝教授 



 ICUあるいはその邦訳である集中治療部[室]と呼

ばれる部門が、多くの病院に設置されている事をご

存じの方も多いと思います。ICUは「内科系、外科

系を問わず呼吸、循環、代謝そのほかの重篤な急

性機能不全の患者を収容し強力かつ集中的に治

療看護を行うことにより、その効果を期待する部門」

と日本集中治療医学会では定義しています。当院

では、ICU・CCU注）として４階手術室に隣接して

設けられています。一般病棟に比べて１病床当たり

の床面積はかなり広く、看護師の配置数も多く、高

度な医療器機も備えています。手術後に厳重な管

理を要する患者さまのほか、心筋梗塞、脳卒中、 

呼吸不全などの内科的な救急患者さまが主な対象となっています。急性期を乗り越えた患者さまは、一般病

床に転室していただきます。 

 表題のeICUとはコントロールセンターと複数病院のICUを仮想プライベートネットワークで接続することにより、

それぞれのICUの患者さまの状態・データをコントロールセンターの医師や看護師が監視する遠隔医療プログラ

ムであり、フィリップス社が2000年から米国で展開している事業です。昭和大学は同社と共同で、昭和大学

病院（品川区）と当院ICUを繋ぐ本邦初のeICUシステムを設置し、その有効性を実証研究します。目下、

工事を終了して準備期間にありますが、既に見学者も訪れています。運用開始後に有用性が確認された場

合は本学の昭和大学藤が丘病院（横浜市）と昭和大学横浜市北部病院にも本システムを導入する計画

です。 

注）CCUは冠動脈疾患集中治療施設を意味します。 

 

 

               

eICUの概念図 

前列左から２番目 鈴木教授 
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編集後記  上條 由美 

 プロスポーツ選手の試合を実際にみにいくと、臨場感があり、観客の一体感が味

わえ、ストレス解消にもなります。中でも大相撲観戦で目の前でみる力士の取り

組みは、体と体がぶつかる音とスピードに迫力があり見応えがあります。大相撲は

国技として、日本の文化に深く根付いています。もうすぐ5月場所が始まりますが、

江戸町人もこうして楽しみにしていたのかもしれません。 

◆ 院内コンサートを開催しました♪     
                          

  

 平成２９年４月２２日（土）１５:００より当院1Ｆタリーズ前で院内コンサートを実施いたしました。 

 今回のグループはメキシコから１名（メインボーカル）、アメリカから１名（デュオの女性ボーカル）、シンガ

ポールから１名（ギター）、ジャマイカから1名（バイオリン）日本から２名（ピアノ、デュオの男性ボーカル）に

よる構成でした。当院に入院している患者さんやお見舞いの方など、50名ほどの方が、美しい歌声と演奏に聴

き入っていました。 

 

 


